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カバー･本文デザイン：星子卓也
本文イラスト：日本グラフィックス

● 本書では，施設ごとで個別性の高い項目は，自施設の方
法・ルールを書き込める欄を設けています．

● その他，気をつけなければならないことなど，必要な情報
をどんどん書き込んで，あなただけの1冊に育ててください．

本書の特徴と活用法

ば様子の変化，優れている点や強みなどを伝え
る．

 例： 「最近，元気がないようにみえるけど何かあっ
た？」，「毎朝，笑顔で患者さんに挨拶してい
て，みていて気持ちがいいわ」

認める

コミュニケーションについてそれぞれ自分が管理者としてどのように
実践したか1～10の指標で振り返り，書き込んでみましょう

聞く

相手を大切にする

質問する

誠実である

自分を
指さす

（振り返る）
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る．
● 自分も他人も気づいていない自分は「未知の窓」
といい，新たなチャレンジをしたときに明確にな
るケースが多いといわれている．

面談でやる気を引き出す方法

● リーダーの受け答えや態度もメンバーのやる気に
影響する．

● メンバーが話しやすい環境づくりとともに，表4
にあげる点に留意しながら面談を進めるとよい．
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1） 太田加世：できるリーダーが必ず実践している 看護管理ポイントブッ

ク．p.19-22，Gakken，2017
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面談で留意すべき点を記載
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自施設の決まりごとや
留意点を書き込もう！

自分自身を振り返って
みよう！
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